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　「
刀
伊
」
と
は
何
を
指
す
の
で
し
ょ

う
？
実
は
10
〜
13
世
紀
に
か
け
て
朝
鮮

半
島
を
支
配
し
て
い
た
高
麗
国（
9
1
8

〜
1
3
9
2
年
）
の
北
に
居
住
し
て
い

た
女
真
族
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
女
真

族
は
後
に
金
国（
1
1
1
5
〜
1
2
3
4

年
）を
建
国
し
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
お
よ
そ
1
0
0
0
年
前
、
寛

仁
3
年
（
1
0
1
9
）
3
月
27
日
、
対

馬
は
約
50
隻
の
船
と
3
0
0
0
人
の
賊

に
襲
撃
さ
れ
ま
し
た
。
対
馬
各
地
で
殺

人
、略
奪
を
繰
り
返
さ
れ
、多
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。こ
の
時
、佐
須
に
あ
っ

た
銀
鉱
も
焼
失
し
、
18
人
が
殺
害
さ
れ
、

1
1
6
人
の
人
が
連
れ
去
ら
れ
ま
し
た
。

時
の
右
大
臣
藤
原
実
資
の
日
記
「
小
右

記
」
に
「
上
県
郡
で
は
9
人
殺
害
さ
れ
、

男
・
女
・
子
1
3
2
人
が
連
れ
去
ら
れ
、

下
県
郡
で
は
1
0
7
人
殺
害
さ
れ
、男
・

女
・
子
98
人
連
れ
去
ら
れ
、
捕
食
さ
れ

た
牛
馬
1
9
9
頭
（
牛
1
1
7
頭
、
馬

82
頭
）
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
真

賊
は
人
と
物
を
奪
う
こ
と
が
目
的
で
対

馬
を
襲
っ
た
後
、
壱
岐
、
筑
前
（
博
多

周
辺
）
を
襲
撃
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
、
国
司
の
対
馬
守
遠
晴
は
島

を
脱
出
し
、
大
宰
府
に
外
敵
の
襲
来
を

知
ら
せ
て
い
ま
す
。
壱
岐
で
は
壱
岐
守

藤
原
理
忠
が
軍
を
率
い
て
戦
い
討
ち
死

に
し
て
い
ま
す
。
壱
岐
は
1
4
8
人
が

殺
害
さ
れ
、
2
3
9
人
が
連
れ
去
ら
れ

島
に
残
っ
た
の
は
僅
か
35
人
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
4
月
8
日
か
ら
12
日
に
か
け

て
今
の
博
多
周
辺
を
荒
ら
し
、
大
宰
府

権
師
藤
原
隆
家
率
い
る
武
士
団
と
戦
い
、

撃
退
さ
れ
逃
げ
帰
っ
て
い
ま
す
。
帰
途
、

高
麗
国
の
沿
岸
も
襲
い
ま
し
た
が
、
高

麗
軍
に
撃
退
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

日
本
か
ら
連
れ
去
ら
れ
た
二
百
数
十
人

が
保
護
さ
れ
、
日
本
に
送
り
返
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
対
馬
の
被
害
地
で
確
か
な
の
は
佐
須

の
銀
鉱
だ
け
で
、
当
時
の
記
録
は
残
っ

て
い
な
い
た
め
他
の
被
害
地
な
ど
は
分

か
り
ま
せ
ん
。

　
刀
伊
の
入
寇
か
ら
2
5
5
年
後
に
元

国
（
文
永
の
役
）
が
、
4
0
0
年
後
に

李
氏
朝
鮮
国
（
応
永
の
外
寇
）
に
攻
め

込
ま
れ
対
馬
は
大
き
な
損
害
を
受
け
て

い
ま
す
。

「
長
岑
諸
近
」(

生
没
年
不
詳)

　
対
馬
判
官
代
だ
っ
た
長
岑
諸
近
も
、

自
分
の
母
、
妻
、
妹
、
伯
母
と
と
も
に

刀
伊
に
連
れ
去
ら
れ
ま
し
た
が
、
途
中

一
人
で
脱
出
し
ま
し
た
。
諸
近
は
、
国

禁
を
破
り
高
麗
に
密
出
国
し
、
賊
の
正

体
と
家
族
な
ど
連
れ
去
ら
れ
た
人
達
の

消
息
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
賊

は
女
真
族
と
判
明
し
ま
し
た
。
高
麗
軍

は
日
本
か
ら
引
き
返
し
て
き
た
女
真
族

を
待
ち
伏
せ
し
、
迎
え
撃
ち
全
滅
さ
せ

ま
し
た
。
高
麗
国
は
捕
ら
わ
れ
て
い
た

日
本
人
を
救
助
し
帰
国
さ
せ
ま
し
た
が
、

諸
近
の
家
族
は
伯
母
が
生
き
残
っ
て
い

た
だ
け
で
し
た
。
事
件
の
詳
細
に
つ
い

て
、
諸
近
は
救
助
さ
れ
た
女
子
か
ら
の

話
を
聞
い
た
後
、
大
宰
府
へ
報
告
し
ま

し
た
。
諸
近
の
行
動
に
よ
り
刀
伊
の
賊

の
正
体
と
捕
虜
の
消
息
を
知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
が
、
渡
海
の
禁
を
破
っ
て

密
出
国
し
た
た
め
禁
固
刑
に
処
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
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